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は じめ に

東 欧 バ ル カ ン半 島 ア ド リア海 に 面 す る ク ロア チ ア 共 和 国 と内 陸 部 の セ ル ビ ア共 和 国 に 囲

ま れ る よ うな 形 で位 置 す るの が ボ ス ニ ア ・ヘ ル ツ ェ ゴ ビナ(以 下通 称 の ボ ス ニ ア)で あ る。

ボ ス ニ ア は 、 目本 で は 現 在 イ ビチ ャ ・オ シ ム 監督 の 出 身 地 と して 知 られ る。 こ の 国 に お い

て 、20世 紀 で最 も残 酷 で あ っ た 第2次 大戦 中 の ナ チ ス に よ るホ ロ コー ス トに等 しい 「民

族 浄 化 」(EthnicCleansing)と 呼 ばれ る 組 織 的 な 民族 の 大 量 破 壊(ジ ェ ノサ イ ド)が 繰 り

広 げ られ た 。 それ は 、 今 な お 世 界 各 地 で 内戦 が続 発 す る時 代 で あ っ て も、 鮮 明 に記 憶 され

て い る 悲劇 で あ る。

ユ995年11月 ア メ リカ の オ ノ・イ オ 州 デ イ トン に お い て和 平協 定 が結 ば れ(正 式 調 印

は12月 パ リ)、1992年 か ら3年 半続 い た ボ ス ニ ア 戦 争 に 終止 符 が 打 たれ る ま で の犠 牲

者 は 、 死 者20万 人 、 故 郷 の 町 や 村 を 追 われ 、難 民 、避 難 民 に な っ た の は220万 人(当

時 の 人 口の 半 分)と い わ れ る。 しか し、 ボ ス ニ ア東 部 の ス レブ レニ ッツ ア の メモ リアル パ

ー ク が2005年 ア メ リカ の 援 助 で 完 成 した以 外
、 戦 争 の記 録 を 見 る場 所 は未 だ に な く、

現 在 も な お戦 争犯 罪 の事 実 を検 証 す る作 業 がICTY(lnternationalCriminalTribunalfor

theformerYugoslavia)罵1日 ユ ー ゴ国 際 戦 犯 法 廷 で 続 い て い る。 ボ ス ニ ア戦 争 は まだ 過 去

の 歴 史 で は な い。

2006年8月 文教大学国際学部の学生14人 と、クロアチア及びボスニア ・ヘルツェ

ゴビナを訪れた。戦争でいまだ難民状態にある人々あるいは故郷の町に戻ったもののかっ

ての生活からは程遠い苦 しい生活状態にあるいわゆる帰還難民 と呼ばれる人々のために、

ささやかなボランティア活動 を行 うためである。この折に、民族浄化のための拷問とレイ

プとい う最も非人道的な犯罪が行われたことで知 られているボスニア北西部にあるオマル

シュカの強制収容所で地獄の苦 しみを味わいなが らも生還できた2人 の証言を直接取材す

る機会を得た。彼 らの証言を中心にボスニア戦争における民族浄化の実態について、報告

したい。

1.ボ ス ニ ア戦 争 の背 景

旧ユ ー ゴス ラ ビ ア(ユ ー ゴス ラ ビ ア連 邦 人 民 共 和 国)は 、7つ の 国 に囲 まれ 、6つ の 共

和 国 、5つ の 民 族 、4つ の 言語 、3つ の 宗 教 、2つ の文 字 、1つ の 国 家 と して 、 多 民 族 が

共 存 し て 平 和 に 暮 らす こ とが で き る社 会 主 義 国 家 と して 、他 に 例 をみ な い ユ ニ ー ク な 存在

で あ っ た。 しか し、1980年 に 絶 対 的 リー ダ ー で あ る チ トー 大 統 領 が 亡 く な っ た あ と、

異 な る 民 族 間 で くす ぶ って い た 不満 が広 が り、 民族 主義 が 台頭 した。
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その結果、1991年 にまずスロベニアが独立を宣言、っいでクロアチアも独立を宣言

した。それに伴い、1992年 にボスニア ・ヘルツェゴビナも独立を望んだ。 しかし、独

立を支持するイスラム教徒のムス リム人(宗 教と民族を区別するために、英語 と現地語で

はボスニアックと呼ぶ)と カ トリック教徒のクロアチア人に対 して、少数派に陥ることを

恐れて独立を望まないセルビア人の対立が激化、セル ビア共和国の支援を受けるボスニア

内のセルビア人勢力は、ムスリム人が暴動を起 こしているとメディアによる宣伝戦を始め、

セルビア人以外の人たち(ム ス リム人 とクロアチア人)を 各家か ら引き出し、強制収容所

に送 り、同時に各地で家を焼き払 うなどの暴行を繰 り返 し、大量の虐殺を行 う結果になっ

た。いわゆる民族浄化である。

2.オマルシュカ強制収容所

ボスニア北西部の都市プ リエ ドールの郊外に位置す るオマルシュカの鉄鉱W施 設は、戦

争当時、ボスニアソク(ム スリム人)を 強制的に収容 し、大量虐殺が行われた場所である。

現在もハーグのJCTY法 廷で戦争犯罪の審理が続いている。「オマルシュカ」、それは戦争末

期に大量虐殺が起きたことで有名なボスニア東部の町スレブ レニッツァと並び称 される悲

劇の代名詞ともなっている。私たちがオマルシュカを訪問 した8月 の午後、労働者たちの

勤務する姿が見えるごく普通の鉄鉱精錬所の風景が広がっていた。看板や説明書きはおろ

か、悲惨な戦争の傷跡 を偲ばせるものは何もなかったこと事態がとても異様だった。 しか

しこの施設 こそが戦争初期に非人道的な行為が 日夜繰 り返された場所だった。

その事実は、施設内への立ち入 りがICTYの 管轄下にあるとい うことに伺えた。恐らく民

族間の対立の再燃につながるような刺激的な行為は極力抑えること、また悲劇的事件現場

の保存などが 目的 とみ られる。 このオマルシュカ施設の訪問が可能になったのは、200

5年 夏から文教大学のために現地活動の調整並びに通訳 として協力 して くれているセルビ

ア人青年、イゴール ・ソビルグさんの多大な尽力のおかげだった。イゴールさんによれば、

入場許 可をとるのは困難を極め、何度もアムステルダムにあるICTY事 務局とファックスに

よるや り取 りをした結果、メデ ィアのような報道目的ではなく、教育活動のためにとい う

ことで、許可が降 りたとのことであった。

この鉱 山施設への強制収容が始まったのは、1992年4月30日 。セル ビア人勢力に

よるプ リエ ドール支配 と同時だった。 この時期 にボスニア北西部 では、オマル シュカ

(Omarska)、ケラテルム(Keraterm)、 トルノポリエ(Trnopolje)の3カ 所に収容所が作 られ、

8月20日 までその活動が続いた。いずれ も非セル ビア人であるボスニア人、クロアチア

人が対象だった。オマルシュカ収容所だけで、総計で4000-5000人 が送 り込まれ、

その多くが生きて帰ることはなかったという。

3,地獄の目撃者

イゴール さんの尽力は収容所への立ち入 り許 可の取得だけではなかった。彼は、収容所

からの数少ない生還者の うちの2人 を証言者 として現場で立ち会 う手はずまでしてくれて

いた。その うちの1人 、ボスニアック男性のラザ ック ・フカノビッチさん(47)は オマ

ル シュカの悲劇をその著書を通 して訴えた人として、世界的にも知 られた貴重な証人であ
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る。またもう一人の立会人ミルサッ ド・ドゥラ トビッチさん(27)は 強制収容 された人

の中で当時最も若い16歳 だった。

ラザ ックさんは、戦前プリエ ドールの放送局に勤めていたジャーナ リス トであり、戦後

難民 として滞在 したノル ウェーで、TheTenthCircleofHe11'と 題 した回想録を執筆、

オマルシュカでの虐殺 と拷問の真相を世界に知 らせた。2005年 単身でプ リエ ドールに

戻 り、 自ら放送局を運営する一方で、証言活動を行っている。 これは加害者側であったセ

ルビア人からは決 してよく見られることはなく、今なお車に爆発物を仕掛けられるなどの

嫌が らせや脅迫が続いているとい う。このためもあって、身の安全を確保する意味でも、

家族はノルウェーに残ったままだ。

ラザ ックさんの回想によると、オマルシュカに送 られることになった朝、突然セルビア

兵が自宅に来て、「ボスニア人たちが暴動を起こし始めたため、一時的に皆 さんに退去 して

もらいたい」と告げられた。女性と老人たちの大多数はバスで程遠くないクロアチアへ と

国境 を越えて追放 され、男性 と少数の女性がオマルシュカに収容 された。

オマルシュカ鉱山施設に到着すると、中心部にある平屋建ての白い建物(通 称:ホ ワイ

トハウス)に まず連れてこられ、職業等の身元確認が行われ、その後瀕死状態に陥る拷問

を受けた。即死 した者の死体は外に積み上げられ、 どうにか生存できたものは、敷地内の

他の建物に移 された。ホワイ トハウスの中には、60平 米 くらいの3つ の部屋 と、シャワ

ーと トイ レが一緒になった狭いバスルームだけだったが、この小ざな建物の中に常時20

0人 もの男性が閉 じ込められた。当時、床は血で真っ赤に染まったまま。食事や排泄の機

会な ども十分に与えられず、人間としての尊厳が完全に剥奪 され、人びとは家畜同然に扱

われた。まだ少年であったミルサッ ドさんはここにある トイ レ内に収容 され、日中は夏の

炎天下で座 らされ、一滴の水分も補給 されないことが続いた。 このため、遂に自らの尿を

瓶にとり飲料にする人もいた とい う。

ホワイ トハウスか ら他の建物に移ってからも事態は改善しなかった。空腹を我慢できず、

セル ビア兵に食べものを求めた少年が、その場で射殺 される場面にも遭遇 した。また、親

子(息 子 と父親)を 見つけると、親または子を殺させることを強要し、従わなければ両者

とも銃殺す るとい う、最も非人道的な犯罪行為も行われた。ラザックさん自身17歳 の息

子が同時に収容されていたが、この難から逃れるために最後まで息子 との接触を断ち、親

子関係の発覚を何とか免れた。収容者はセルビア兵に靴やライフルな どで殴 られる虐待を

受け、壁に向かって整列 してセルビアを讃える歌を歌 うことを強制 され、水分の補給な し

に長時間作業することが 日常だった。その行為を拒否する者はその場で殺害された。

連 目のように、収容所に送 られてきたのは、主にボスニア人で、比較的高学歴の医者、

教師等知識人、兵士になる可能性のある働き盛 りと少年達がその多くであった。3カ 月間

の問に総計5000人 近 くが収容されたが、誰もがこのようなところへ送 られる事態は予

想できず、あっとい う問の拘束と連行で、気がつけばこの収容所にいたと回想する。10

代の若者 も多くいたが、ミルサッドさんの兄弟、家族を含む知 り合いは全員殺害されたと

1H ukanovic,Rezak(1993)'TheTenthCircleofHell:AMemoirofLifeintheDeathCanzpsofBosnia,"
London:Abacus,ADivisionofLittle,BrownandCompany
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い う。ラザックさんは、ホワイ トハ ウスでまる1日 拷問を受けた後、他の建物に16日 間

収容され、国際機関の調査が入る幸運から別のキャンプへ移されたが、その途 中でも息を

絶える人が相次いだ。 ラザックさんはすべてを目撃 して最後まで生存 した数少ない証言者

である。

女性は多 くがバスで国外に移動 させ られたが、男性 と同様、教育のある人たち、主とし

て法律家、医者、教師などの高学歴の女性34人 がオマルシュカへ連行 された。生存 した

女性たちが証言活動をした ドキュメンタリーフィルムが公開されているが、その中で、幼

な じみで法律の専門家だった2人 のムス リム人女性が、セルビア軍の捕虜収容所オマルシ

ュカでの地獄の体験を世界に向けて訴えて出た。その結果、ハーグの国際戦争犯罪法廷が

収容所内で行われたレイプを戦争犯罪として初めて裁くことにつながった。

この収容所での体験をラザック氏が執筆 したのが、"TheTenthCircleofNe//"で あ

る。"TheTenthCircleoff'He11"と は、13-14世 紀のイタリア詩人ダンテが描いた

「神曲Jの 中では地獄は9層 あるが、それよりひ どい地獄があるということで、10番 目

の地獄 と題 したのである。ラザ ック氏自身の体験を第3者 の立場で書いた回想録である。

この本に寄せた序文の中で、アウシュビッツからの生還者でノーベル平和賞を受賞したア

メリカのエ リー ・ウイーゼル(ElieWiesel)氏 は次のように書いている。「ダンテは、間

違っている。地獄は9つ あるとい うが、このオマルシュカを忘れている」。ラザック氏があ

えて第3人 称の立場で体験を描いているのは、彼 自身の主観的な感情を可能な限り押 さえ

た描写を可能にしているのではないかと考えられる。

4,サ ンスキモース ト身元確認センター

戦争中、セル ビア軍により殺害 された遺体の多くは、山中に埋めて隠されたため、現在

でも捜索活動が続いている。サンスキモース ト身元確認センター長であるニアッツ ・シバ

ッチ氏が、私たちの訪問を許可 し、捜索で見っかった遺体が収容 されたセンターを見せて

くれた。このセンターでは、ICTYの 協力を得て、殺害された身元不明の遺体をDMA定 し、

家族の情報 と合わせて、身元の確認 を行っている。上部から光がさしこむ窓のある体育館

のように広大なこの場所には、棚にはまだまだ先になる検死を待っ遺体が袋に入れたまま

で並び、床一面には現在検死確認中の白骨化 した遺体がシー トの上に並べ られ、着衣や携

帯品が遺体の傍に置かれていた。家族が遺品から身内のものだ と確認すると、DNA鑑 定で血

縁関係をた ぐっていく。シバッチ所長の説明によれば、遺体の身元確認だけではなく、 ど

のように して殺害されたか という犯罪行為そのものを特定 していくことも重要な作業だ と

いう。ボスニアには全部で5つ の遺体身元確認所がある。サンスキモース トのセンターで

は、ボスニア北部プ リエ ドール周辺か ら見っかった875体 が安置され、これまでに身元

が確認できたのは、229遺 体。残る646遺 体については、確認作業中あるいは、これ

から先のことになる。現在では母方だけではなく、父母両方のいとこまでのDNAか ら判別

が可能である。ボスニア北部地域でこれまでに収容されたのは613カ 所で見つかった3

561人 分の遺体である。
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最 後 に

1995年7月11日 、 ボ ス ニ ア 戦 争 末 期 、 国連 が 安 全 地 域 と定 めた 地 域 のひ とっ 東 部 セ

ル ビア との 国 境 に 近 い ス レブ レニ ッツ ァ の町 をセ ル ビア 軍 が 総 攻撃 をか けた 。 た っ た1週

間 で約8000人 の 男 性 と少 年 が 殺 害 され た。 女 性 、 子 供 、 老 人 は 、バ ス で ス レブ レニ ッ

ツ ァ郊 外 へ追 放 され た 。 こ の 殺 害 に 命 令 を 下 した セ ル ビア 人 勢 力 の指 導 者 ラ ドバ ン ・カ ラ

ジ ッチ と軍事 活動 の 責 任 者 ラ トコ ・ム ラ ジ ッチ 将 軍 は 、ICTY(旧 ユ ー ゴ法 廷)か ら起 訴 され

て い る が 、現 在 も逃 亡 中 で あ る。 オ マ ル シ ュ カ を 含 む ボ ス ニ ア 各 地 で起 き た虐 殺 の 事 実 が

国 際 社 会 に伝 わ っ て い た に もか か わ らず 、 ス レブ レニ ッツ ァの 悲 劇 を なぜ 防 ぐ こ とが で き

なか っ たか 。ボ ス ニ ア の 人 た ちの 間 には 、国連 平 和維 持 軍 が 駐 留 してい た に もか か わ らず 、

なぜ ス レブ レニ ッ ツ ァ が こ ん な 目 に あ っ た の か 、 ど こ に もぶ つ け られ な い怒 りが くす ぶ っ

て い る。 しか しセ ル ビ ア人 に 対 して 許 せ な い と言 う感 情 で は な く 、む しろ 国 際 社 会 、 国 連

へ の反 省 を促 して い る も の と と ら え られ る。 現 在 の ボ ス ニ ア で は 、民 族 の 対 立 を何 とか乗

り越 え て 、 か つ て の よ うに 共 存 す る国 づ く りの 努 力 が行 わ れ て い る。 多 くの 被 災 者 た ち は

憎 しみ を持 ち続 け る の で は な く、 未 来 へ 向 か っ て 気 持 ち を リセ ッ トして い る よ うに感 じ ら

れ る こ とが あ った 。 民 族 は違 って も、 今 で は お 互 い に何 事 も な か っ た か の よ うに 通 りです

れ 違 い 、時 に は言 葉 を交 わ す 光 景 は普 通 に見 られ る 。

私 た ちが訪 問 中 に 出会 っ た の は、 ボ ス ニ ア 側 の 被 害 者 た ちだ け で は な か っ た 。 文 教 大 学

で募 っ た支 援 物 資 の一 部 のパ ソ コン を寄 贈 したNGOで あ るBreadofLifeの 代 表 ダ ン コ ・

マ レセ ビ ッチ さん はセ ル ビア人 だ。 このNGOは 主 に ム ス リムや ク ロ ア チ ア系 の帰 還 難 民 の

た め の食 糧 支 援 や 教 育 、職 業 訓 練 を行 っ て い る現 地NGOで あ る。 マ レセ ビ ッチ さん は徴 兵

され て 戦 闘 の前 線 に配 置 され た 。 しか し宗教 上 の 信 念 か ら も 人 を殺 す 役 割 を 断 固 拒 否 、護

身 用 の ピス トル の携 帯 も拒 否 した こ とか ら、 食 料 調 達 係 りに ま わ され た 。 彼 の よ うに多 く

のセ ル ビア 人 た ち は人 を殺 した くて 戦 争 に か か わ っ た わ けで は な い こ と も確 か で あ る。 文

教 ボ ラ ンテ ィア ズ と行 程 を 共 に した チ ャ ー タ ー バ ス の セ ル ビ ア人 運 転 手 は ス レブ レニ ッツ

ァ陥 落 時 、 攻 撃 基 地 とな っ た 近 く の町 グ ラタ ナ ッ ツ に い た 。 ス レブ レニ ッツ ァ陥 落 は彼 に

は加 害 者 側 と して の大 き な 苦 しみ を与 え て い る こ とを 告 白 した。 私 た ち を 乗 せ た バ ス を 運

転 して 入 っ て い っ た ス レブ レニ ッツ ァ の 町 の 中 で は 、 ま だ ま だ多 くの 家 が破 壊 され 、廃 墟

とな っ た ま ま だ。 いっ も温 和 な 笑 み を浮 か べ て い た運 転 手 も苦 しん で い る こ とは そ の表 情

に表 れ て い た。

ス レブ レ ニ ッツ ァの犠 牲 者 を埋 葬 す る 平 和 記 念 公 園 の 中央 部 に大 理 石 の 碑 が 立 っ て い る。

3面 体 の 碑 に は ボ スニ ア語 、 ア ラ ビア 語 、 英 語 で 祈 りが 書 か れ て い る 。 そ れ はNoMore

Hiroshimaに も通 じる よ うな人 類 共 通 の祈 り と もい え る言 葉 で あ る。

WepraytoAlmightyGod,

Maygrievancebecomehope(

Mayrevengebecomejustice

Maymother'stearsbecomeprayers.

ThatSrebrenicanever.happensagain.

Tonooneandnowhere.

全 能 の神 に祈 る。
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悲 しみは、希望に

憎 しみは正義を望む心に

母の涙は祈 りに変わりますように。

スレブレニッツの悲劇は世界の誰にも、どこにも繰 り返 されませぬように。

(生田祐子訳)
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